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木
管
五
重
奏
の
調
べ 

 
 
 
 
 

岸
田 

茂 

 

令
和
3
年
12
月
12
日
（
日
）「
木

管
五
重
奏
の
調
べ
」
の
演
奏
会
を
、

昼
の
部
は
お
の
だ
サ
ン
パ
ー
ク
、
夜

の
部
は
ソ
ル
・
ポ
ニ
エ
ン
テ
で
行
い

ま
し
た
。 

演
奏
者
は
、
北
九
州
グ
ラ
ン
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
メ
ン
バ

ー
を
中
心
に
編
成
さ
れ
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
演
奏
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

 

昼
の
部
で
は
、
会
場
で
あ
る
施
設

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
る
ア
ク
シ
デ
ン

ト
も
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
詫
わ
び
い
た
し
ま
す
。
夜
の
部
で

は
、
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
化
協
会
と
し

て
は
初
め
て
の
企
画
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
、
多
く

の
来
場
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

通
常
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
で
は
、

指
揮
者
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
弦
楽
器

が
並
び
ま
す
。
そ
し
て
ひ
な
壇
が
3

段
あ
り
。
1
段
目
の
中
央
か
ら
右
に

オ
ー
ボ
エ
、
左
に
フ
ル
ー
ト
、
2
段

目
の
右
に
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
左
に
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
が
並
び
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
中
央
で
演
奏
す
る
人
を
主
席
奏
者

と
呼
び
、
こ
の
奏
者
た
ち
は
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
中
で
最
も
ソ
ロ
の
演
奏
が

多
く
、
い
わ
ゆ
る
花
形
の
パ
ー
ト
で

す
。
そ
の
花
形
の
演
奏
者
だ
け
で
編 

  

       

            

 

                 

  

成
さ
れ
た
演
奏
形
態
が
木
管
五
重
奏

で
す
。
た
だ
し
、
ホ
ル
ン
は
金
管
楽

器
で
す
が
、
ソ
ロ
の
演
奏
が
多
く
、

木
管
五
重
奏
の
仲
間
に
入
っ
て
い
ま

す
。 夜

の
部
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る

ロ
ッ
ク
ギ
タ
リ
ス
ト
の「
イ
チ
ロ
ー
」

が
来
場
さ
れ
、「
管
楽
器
に
は
ギ
タ
ー

や
キ
ー
ボ
ー
ド
の
よ
う
な
コ
ー
ド
が

な
く
単
音
で
音
楽
を
作
る
編
曲
が
さ

れ
て
い
る
の
で
す
ね
」
と
、
目
か
ら

う
ろ
こ
が
取
れ
る
よ
う
な
感
想
を
本

人
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
確
か
に

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を
中
心
に
し
た
通
奏
低

音
が
流
れ
、
独
特
の
世
界
が
醸
し
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
音
楽
の
成
り
立

ち
の
違
い
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。 

         

 

 
 

 

 

        

                             

       

   

  

     

 
文
化
協
会
会
長 

西
村 

公
一 

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た

め
、
昨
年
度
も
自
主
文
化
事
業
の
中

止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
様
々
な
感
染

予
防
の
工
夫
を
し
て
、
各
種
事
業
を

継
続
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
は

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

山
陽
小
野
田
市
は
文
化
度
が
低
い

な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す 

が
、
文
化
協
会
所
属
104
団
体
の
皆
さ

ん
の
活
躍
ぶ
り
を
見
れ
ば
、
決
し
て

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
文
化
団
体
関
係
者
が
、
活

動
の
魅
力
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た

り
、
市
民
が
も
っ
と
身
近
に
文
化
事

業
に
ふ
れ
る
機
会
を
増
や
し
た
り
、

若
者
の
感
性
を
育
成
す
る
た
め
の
配

慮
を
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
ぜ
ひ
と
も
自
主
文
化
事

業
で
あ
る
、
澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
コ
ン

サ
ー
ト
や
文
化
バ
ス
な
ど
は
実
現
し

た
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の

中
で
、
可
能
な
限
り
若
い
人
た
ち
が

芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
増
や

し
、
魅
力
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
、

中
学
・
高
校
生
を
招
待
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令和4年度 文化協会事業計画 

１．主な会議の開催について 

役員会・常任理事会      令和4年5月18日（水）             不二輸送機ホール 
総会・理事会        令和4年5月28日（土）       不二輸送機ホール 

   企画実行委員会、文化協会だより編集委員会、自主文化事業実行委員会、各部門部会など随時開催 

２．主な事業実施について  *新型コロナウイルス感染状況により、予定を変更する場合がございます。 
（１）自主文化事業     何卒、ご理解のほどよろしくお願いいたします 

開 催 日 事 業 名 会 場 

5/29 (日) 第14回山陽小野田コーラスフェスティバル 不二輸送機ホール 

7/10 (日) 澤クヮルテットSawaQuartetコンサート 不二輸送機ホール 

7/16 (土) 
山陽小野田にオペラがやってくる！ 
～キルスティン・シャベスによる「カルメン」インサイドアウト(語りと演奏)～ 不二輸送機ホール 

9/13 (土) 岩戸神楽舞と雅楽(巫女舞)の調べ 山陽小野田市民館 

（２）文化バス（個人会員限定） 

開 催 日 行 き 先 備 考 

10/28(金) 博多座の集い（ミスサイゴン） 30名予定 

11/24(木) 文化財探訪 九州国立博物館（ポンペイ） 30名予定 

（３）第17回山陽小野田市民文化祭 

開 催 日 事 業 名 会 場 

10/12 (日) 市民音楽祭 (予定)山陽小野田市民館 文化ホール 

10/19 (日) 日本舞踊祭 不二輸送機ホール 大ホール 

10/16 (日) 邦楽大会 不二輸送機ホール 大ホール 

11/15 (土) 市民茶会 山陽小野田市民館 第一・第二会議室 

11/15 (土)～6 (日) 華道展 山陽小野田市民館 体育ホール 

11/16 (日) 洋舞演劇祭 山陽小野田市民館 文化ホール 

11/16 (日) 俳句大会 厚狭公民館 第一研修室・団体企画室 

11/11 (金)～13 (日) 展覧会 山陽小野田市民館 体育ホール 

11/13 (日) 短歌大会 山陽小野田市民館 第一・第二会議室 

（４）児童生徒書道展 

開  催  日 事  業  名 会 場 

1/26(木)～2/1(水) 第18回山陽小野田市児童生徒書道展 おのだサンパーク 

（５）文化協会だより「さんようおのだ文化」第17号  令和4年7月発行予定 
（６）割引対象事業 

開 催 日 事  業  名 会 場 

7/10 (日) 澤クヮルテット SawaQuartetコンサート 不二輸送機ホール 

7/16 (土) 
山陽小野田にオペラがやってくる！ 
～キルスティン・シャベスによる「カルメン」インサイドアウト(語りと演奏)～ 不二輸送機ホール 

 

❤ 新 規 会 員 募 集 ❤ 

山陽小野田市文化協会の活動に賛同していただける会員を

募集しています 

●会費 個人会員 年額（1口）２，０００円 

    団体会員 年額（1口）５，０００円 

    賛助会員 年額（1口）５，０００円 

●会員の特典 

・個人会員・賛助会員の方は、割引対象事業の会員割引が受

けられます。 

・会報、その他事業案内をお届けします。 

・個人会員限定の文化バスの交通費が割安になります。 

●申込方法 

加入申込書にご記入の上、会費を振込または事務局で直接

納入してください。 

 

☆
文
芸
部
門 

山
陽
小
野
田
短
歌
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
美
術
工
芸
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

田
鶴
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
茶
華
道
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
田 

光
枝 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
日
舞
部
門 

渡
邊 

秀
子 

榊
原
龍
麿
舞
踊
研
究
所 

☆
邦
楽
部
門 

土
井 

さ
つ
き 

☆
洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

竜
王
太
鼓
保
存
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
音
楽
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田 

雄
幸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

厚
狭
混
声
合
唱
団 
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〈
敬
称
略
〉 

ソル・ポニエンテ おのだサンパーク 

 

ソル・ポニエンテでのディナーショー 



糸音会 

華道家元池坊すみれ会 

   

俳 

句 

○
山
陽
小
野
田
市
長
賞 

石
蕗
咲
く
や
羅
漢
に
探
す
父
の
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
石 

千
代 

○
山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

さ
ん
ま
焼
く
ほ
ど
よ
く
残
る
海
の
色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

濱
田
サ
ダ
コ 

○
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

地
芝
居
の
子
役
な
ま
る
や
ち
ち
ろ
虫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田
東
龍
子 

○
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

退
院
の
夫
の
荷
を
解
く
良
夜
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

益
田
満
寿
美 

○
山
陽
小
野
田
観
光
協
会
長
賞 

東
行
の
歌
碑
読
返
す
紅
葉
晴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

裕
子 

★
小
学
生
の
部
★ 

〇
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

風
鈴
よ
思
い
出
運
ぶ
音
と
な
る 

厚
狭
小
6
年 

増
富
綾
美 

〇
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

赤
ト
ン
ボ
夕
日
と
い
っ
し
ょ
に
家
路

ま
で 

 

本
山
小
6
年 

西
岡
友
也 

                        

し
て
生
活
に
う
る
お
い
を
感
じ
さ
せ

て
い
ま
す
。
授
業
で
は
体
験
を
学
ぶ

こ
と
で
「
自
信
」
と
な
り
、
人
生
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
た
と
喜
ん
で

く
れ
て
い
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
市
内
各
所
に
花

を
飾
り
、
花
を
通
し
、
多
く
の
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
で
、心
が
和
み
ま
す
。

花
と
の
ふ
れ
あ
い
で
豊
か
な
日
々
を

持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                

短 

歌 

○
山
陽
小
野
田
市
長
賞 

出
来
ぬ
こ
と
日
毎
増
し
く
る
老
い
の 

身
の
淋
し
さ
隠
し
秋
の
畑
打
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

世
良 

弘
美 

○
山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

 

落
ち
実
よ
り
育
ち
し
梅
の
枝
張
り
て 

根
方
苔
む
し
わ
れ
は
老
い
た
り 

 
 
 
 
 
 
 

林 

歌
子 

○
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

波
頭
砕
け
て
散
れ
る
回
天
の
遺
跡
に 

立
ち
て
聴
く
波
の
音 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
本
亜
矢
子 

○
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

さ
ら
さ
ら
と
さ
さ
や
く
葉
音
に
誘
わ

れ
て
午
後
の
散
歩
は
さ
く
さ
く
歩
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

望
月 

理
子 

 

★
児
童
生
徒
の
部 

特
選
★ 

コ
ロ
ナ
増
え
ひ
ま
わ
り
は
枯
れ
う
つ

む
く
が
ぼ
く
は
負
け
ず
に
前
だ
け
を 

向
く 

高
千
帆
小
6
年 

大
野 

友
貴 

授
業
中
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
な
が
め 

る
と
私
の
心
い
っ
し
ょ
に
そ
ま
る 

 
 

高
千
帆
小
6
年  

石
川  

紗
夜 

天
気
雨
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
と
空
の
虹 

か
が
や
い
て
そ
の
中
の
秋 

小
野
田
小
5
年  

沖
野 

翔 

紅
い
空
夏
の
終
わ
り
に
吹
く
風
は
秋 

の
は
じ
め
の
や
さ
し
い
知
ら
せ 

小
野
田
中
2
年  

原
田  

歩
佳 

リ
モ
ー
ト
で
授
業
を
受
け
る
塾
の
時 

画
面
の
外
に
は
お
菓
子
が
ず
ら
り 

竜
王
中
3
年 

  

三
好  

陽
菜 

    

コ
ロ
ナ
禍
の
雲
間 

松
富
ピ
ア
ノ
教
室 

中
学
2
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田 

将
輝 

 

長
い
自
粛
生
活
に
よ
っ
て
、
狭
い

部
屋
の
中
に
留
ま
る
こ
と
に
も
慣
れ

た
僕
と
妹
の
音
楽
は
、
市
民
音
楽
祭

と
い
う
機
会
を
得
て
、
再
び
広
い
ホ

ー
ル
へ
解
き
放
た
れ
た
。
久
し
ぶ
り

の
人
前
で
弾
く
感
覚
に
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
は
大
放
出
、
と
に
か
く
楽
し
く
て

夢
中
で
音
を
刻
ん
だ
。
ア
ド
リ
ブ
的 

な
箇
所
で
シ
ン
ク
ロ
し
た
時
に
は

「
こ
れ
が
僕
の
妹
か
！
」
と
内
心
驚

嘆
し
ま
し
た
。 

音
楽
は
、
奏
で
る
人
、
聞
く
人
、

両
者
に
と
っ
て
快
楽
で
あ
り
、
一
種

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
の
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
雲
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
現

在
、
僕
た
ち
は
「
今
で
き
る
こ
と
」

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
晴
天
に
な
る 

こ
と
を
信
じ
て
。     

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
の
喜
び 

た
か
ひ
ろ
し
歌
謡
教
室 

た
か
ひ
ろ
し 

第
五
回
愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
の
祭

典
は
、
二
度
の
延
期
な
が
ら
昨
年
十

一
月
二
十
一
日
（
日
）
の
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
会
員
一
同

喜
び
と
共
に
胸
を
撫
で
お
ろ
し
た
次 

第
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
各
会
主
や
会

長
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
ま
ん
延

防
止
に
努
め
、
予
想
以
上
の
ご
来
場

を
賜
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

    

筆
で
書
く 

 
 
 
 
 

文
龍
会 

谷
岡 

計
甫 

手
紙
が
メ
ー
ル
に
な
り
、
文
字
が

ワ
ー
プ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
手
書
き

の
書
簡
は
本
当
に
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
で
も
心
が
温
ま
る
の
は
や
は
り

手
書
き
で
す
ね
。 

私
た
ち
が
所
属
す
る
「
文
龍
会
」

は
、
故
久
富
桂
石
師
が
創
設
さ
れ
た

書
道
会
で
す
。
師
の
端
正
な
筆
文
字

に
魅
せ
ら
れ
集
ま
っ
た
仲
間
で
す
。

師
亡
き
あ
と
、
活
動
の
場
を
江
汐
公

園
に
移
し
、
四
季
折
々
自
然
の
な
か

け
ん
さ
ん
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

 

活
動
は
月
一
回
第
二
日
曜
日
。
江

汐
公
園
に
来
ら
れ
た
ら
練
習
風
景
を

覗
い
て
み
て
下
さ
い
。
私
た
ち
の
仲

間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。 

  
 
 
 

 

                 

い
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
9
月
25
日(

日)

山
陽

小
野
田
市
民
館
・
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
ご
来

場
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
け
ん
さ
ん
を

重
ね
、
歌
で
元
気
を
お
届
け
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

                               

 
 

                  

琴
の
音
に
集
い
て 

 
 
 
 
 

糸
音
会 

藤
永
登
志
子 

 

糸
音
会
発
足
か
ら
六
年
、
会
員
一

同
琴
の
音
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
「
老

人
施
設
」「
児
童
館
」「
敬
老
会
」「
ア

ー
ト
の
た
ま
て
ば
こ
」
な
ど
、
琴
に

親
し
ん
で
い
た
だ
く
機
会
が
全
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
邦
楽
大

会
は
、
出
演
団
体
が
少
な
い
な
が
ら

も
開
催
さ
れ
、
私
た
ち
も
舞
台
演
奏

が
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
平

穏
な
日
々
の
有
難
さ
を
つ
く
づ
く
感

じ
た
次
第
で
す
。
新
年
に
は
テ
レ
ビ

か
ら
流
れ
て
く
る
筝
曲
「
春
の
海
」

こ
の
名
曲
の
み
な
ら
ず
親
し
み
や
す

い
現
代
曲
等
も
琴
の
音
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

邦
楽
の
各
部
門
で
は
、
会
員
の
高 

   

舞
踊
に
想
い
を
よ
せ
て 

 

藤
田
流
千
代
寿
会 

藤
田 
扇
広 

 

待
ち
わ
び
た
日
本
舞
踊
祭
が
、
令

和
三
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
は

本
当
に
嬉
し
く
、
関
係
者
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。 

 

出
演
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
中
、
稽
古

も
ま
ま
な
ら
ず
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
終
演
後
観
覧
さ
れ

た
人
々
が
、
踊
り
の
素
晴
ら
し
か
っ

た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
魅
力
あ
る
舞

踊
を
続
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
舞
踊
界
も
高
齢
化
し
て

い
ま
す
。
若
い
人
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
芸
の
継
承
に
努

力
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

      

文
化
奨
励
賞
に
よ
せ
て 

 
 
 
 
 
 
 

竜
王
太
鼓
保
存
会 

 

四
十
年
以
上
和
太
鼓
の
音
色
で
、

お
祭
り
や
、
お
祝
い
の
場
を
盛
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。
遠
く
ま
で
響
く
太

鼓
の
音
は
、
笑
顔
を
集
め
る
役
割
を

し
て
い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
耳
で

聴
く
音
楽
で
あ
り
、
体
で
感
じ
る
太

鼓
の
響
き
は
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
市
民
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

竜
王
太
鼓
保
存
会
は
、
山
口
き
ら

ら
博
か
ら
続
く
龍
王
伝
説
の
太
鼓
隊 

齢
化
や
減
少
傾
向
が
進
ん
で
、
糸
音

会
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

古
典
楽
器
「
琴
」
の
魅
力
を
発
信

し
、
少
し
で
も
琴
人
口
が
増
え
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
す
。 

                     

花
と
の
ふ
れ
あ
い 

華
道
家
元
池
坊
す
み
れ
会 

有
田
光
枝 

池
坊
小
野
田
支
部
の
事
業
で
は
学

校
華
道
が
あ
り
、
市
内
の
小
中
学
校

で
授
業
を
行
い
、
早
や
二
十
年
に
な

り
ま
す
。「
生
活
と
花
と
の
関
連
性
」

に
つ
い
て
学
校
華
道
の
授
業
で
は
、

児
童
・
生
徒
に
一
年
を
通
し
て
五
節

句
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
。
三
月

の
雛
節
句
は
桃
、
五
月
の
端
午
の
節

句
は
菖
蒲
、
と
説
明
し
四
季
を
実
感 

   

と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
昭

和
・
平
成
、
そ
し
て
令
和
と
続
く
伝 

統
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
守
り
な
が
ら
、

そ
し
て
龍
王
伝
説
を
本
物
の
伝
説
と

す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
一
致
団
結

し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

  
 

 
 

◀ 

      

山陽小野田市文化協会だより 

愛のチャリティ歌の祭典 

 

日  

舞  

部 
 

門 

歌
謡
の
部 

２ 

邦   

楽   

部   

門 

文   

芸   

部   

門 

美 

術 

工 

芸 

部 

門 

茶 

華 

道 

部 

門 

山陽小野田市文化協会だより 

洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

藤田流千代寿会 

音  

楽  

部  

門 

龍
王
伝
説 

市民音楽祭 

文龍会 

３ 


